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２．日本におけるＤＶ被害者とその子どもへの支援の現状  
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インタビューを実施した。母子生活支援施設職員を対象とした理由は以下の 2 点である。 















 グループのサイズは、Folch-Lyonら（1981）は 6 名から12名で構成されるべきと述べており、
Wells（1974）は最適な人数は 8 名から10名と述べている。一方でHolloway（2002）は様々な視点





















具体的には、母子生活支援施設において施設長を務める支援者 3 名、在職期間 3 年以上15年未満




て本論文では特に女性グループのデータに焦点を当てて分析を行った。女性 3 グループの内訳(表 
1 ・表 2 ・表 3 )とインタビューデータの内訳(表 4 )は以下の通りである。 
 
表１ 施設長グループ 調査協力者の内訳表 
 性別 年齢 施設長経験年数 Ａ 女性 40代 5年Ｂ 女性 50代 12年Ｃ 女性 40代 1年未満
表２ 中堅職員グループ 調査協力者の内訳 
 性別 年齢 経験年数 Ｄ 女性 30代 14年Ｅ 女性 30代 9年Ｆ 女性 20代 6年Ｇ 女性 30代 4年Ｈ 女性 30代 3年
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表３ 新人職員グループ




施設長(3名) 1時間 22分 27秒 
中堅(5名) 1時間 2分 47秒 





手続きを行った。分析は以下の 5 つの手順に分かれる。 










グループ 6 個、中堅グループ 7 個、新人グループ13個)を取り出し、それぞれが支配するテーマを
なるべく簡潔に言い表す作業を行い、ステップ④「意味単位を研究の目的に照らして詳細に吟味す
る。」の際には、精神的ケアの具体的な方法や、必要とされる社会資源の具体的な知識、被害者家
族システムという視点を意識しつつ、支援グループごとに内容記述へとまとめた。      
暴力のある家庭環境で育った子どもへの支援 
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